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高齢者の生活・望む暮らしを考える

　人類は長寿を獲得し、なかでもわが国は世界有数の長寿国になりました。しかし、その長い高齢期を生きがい
をもちどう過ごすかということは私たちの共通した課題です。
　2015年には「団塊の世代」全員が65歳以上となります。将来、この世代を支える介護の問題が介護保険制度
や専門職を誕生させた大きな要因の一つですが、反面、新しい価値観やライフスタイルをもった高齢者はどんな
役割を見いだし、文化を築いていくのでしょうか。
　この授業では、現在のそしてこれからの高齢者生活や課題、関連する施策や地域の社会資源などについてビデ
オや新聞記事なども材料にして、さまざまな視点から考えていきます。

１．ガイダンス（授業の進め方、評価について）
２．少子高齢化の現状と課題
３．高齢期における心身機能の低下と環境
４．高齢者と健康（疾病、障害、認知症）
５．高齢者と家族
６．介護を考える（介護を受ける、介護をする）
７．経済面における課題（家計・資産、年金、格差、
　　就労）
８．被害者となる高齢者（消費者問題、虐待）

９． 住まいにおける課題（住環境、バリアフリー）
10．施設で暮らす（施設の種類、費用、サービス）
11．地域生活における課題
12．生きがい、余暇活動、社会参加の課題
13．高齢者を支えるサービス（医療・福祉、介護）
14．介護予防
15．まとめ

特に指定しない。必要に応じて、プリントを配布します。

授業への参加態度。試験を行う。

http://www.icc.ac.jp/


